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ノイシュヴァンシュタイン城ノイシュヴァンシュタイン城
Schloss Neuschwanstein
「対称的な建築などいらない。欲しいのは絵画的な多様性をそ

なえた建築だ」―。1869年、若きバイエルン国王ルートヴィ
ヒ2世の命により、中世ロマネスク初期の城を再現すべく、建
設が始められた。塔、小塔、鐘楼、突廊などのある複雑な構造は、

見る角度や高さによって、さまざまに姿を変える。

ルートヴィヒ2世の神秘主義のもとに装飾が施された、荘厳な
ゴシック朝の寝室、豪奢なビザンチン様式の「王座の間」、600
本の燭台シャンデリアが圧巻の「歌手の間」などが見どころだ。

未完成に終わってはいるものの、その幻想的な美しさゆえにディ

ズニーランドの「眠れる森の美女」城のモデルにもなっている。

ノイシュヴァンシュタ
イン城とホーエンシュ
ヴァンガウ城の入場
券はこのチケットセン
ターで入手する。隣の
Hotel Müllerが目印。な
お、チケットはインター
ネットでも予約可能。

ホーエンシュヴァンガ
ウ城から見たノイシュ
ヴァンシュタイン城。
ルートヴィヒ2世はこ
こから、そして城内
から、ノイシュヴァン
シュタイン城の建築工
程を眺めていた。

城内入口から見た城の姿。白亜の石が
まばゆい。近くに寄ってしまうと、あ
まりのスケールに全体像が見えない。

ノイシュヴァンシュタイン城から裏手
に15～ 20分歩いたところにあるマリエ
ン橋からは城の全体像を見ることができ
る。ただし、それも天気次第。取材班が
訪れた日は霧が濃すぎて残念ながらこの
ような景色しか見られなかった…。

チケットセンターがあるホー
エンシュヴァンガウ村の風景

ノイシュヴァンシュタイン城ノイシュヴァンシュタイン城

Schwangau

©The German National Tourist Board

ロマンティック街道の道程を示す標識

マリエン橋のサイン。観光バスによるツ
アーでは、マリエン橋のそばまで乗りつ
け、そこから城まで15分ほど歩くことに
なる。

ホーエンシュヴァンガウ城
Schloss Hohenschwangau
ルートヴィヒ2世が幼少時代を過ごし、ミュンヘンと行き来しな
がら青年時代をも過ごした城。ルートヴィヒ2世がこよなく愛し
た騎士伝説のヒーロー「ローエングリン（白鳥の騎士）」をモチー

フにした壁画が晩餐室に描かれているほか、敬愛する作曲家ワー

グナーを呼び寄せて弾

かせたといわれるピア

ノを見ることができる。

ルートヴィヒ2世を知る
には必見の城。
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チケットセンターからノイシュヴァンシュタイン城までは
長い坂道を40～ 45分ほどかけて歩くか、観光馬車を利用
する。観光馬車は上りが1人４ユーロ、下りは２ユーロ。ホー
エンシュヴァンガウ城まではやはり坂道で徒歩20分程度。

ノイシュヴァンシュタイン城　Neuschwanstein Castle
Tel.08362 939880　　www.neuschwanstein.de

ホーエンシュヴァンガウ城　Hohenschwangau Castle
Tel.08362 930830　www.hohenschwangau.de

ともに開城時間は
４―９月 :９時―18時
10―3月 :10時―16時
＊チケットはホーエンシュヴァンガウ城近くのチケットセンターで
購入可能。各城ではチケットを販売していないので要注意。

チケットセンター営業時間
４―９月 :８時―17時
10―3月 :９時―15時
www.ticket-center-hohenschwangau.de

入場料　各城とも
大人 ９ユーロ 子供・シニア ８ユーロ

両城の共通チケット
大人 17ユーロ 子供・シニア 15ユーロ

レヒ川からみたフュッセンの街並み。

－ シュヴァンガウ －

「バイエルン」のドイツ語の綴りは「Bayern」だが、
英語の綴りは「Bavaria（ババリアと発音）」で、「バ
イエルン人」や「バイエルンの」という意の英語
は「Bavarian（ババリアン）」。古代ギリシャ人
が異国の民を「バルバロイ（野蛮人）Barbaroi」
と呼んでいたことから転じ、古代ローマ人もイ
タリア半島北部に住むガリア人をババリアンと
呼んでいた。「野蛮人」を意味する英語「barbarian
（バーベイリアンと発音）」も語源は同じ。

バイルン人は野蛮人
？
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▲バイエルン名物「ケーセスぺッ
ツェレKäsespätzle」。厳密にはバイ
エルンの小さな町ヴァールWaalの
郷土料理。たっぷりのチーズと和え
たパスタにフライドオニオンが添え
られている。かなりのボリューム！

▼こちらもバイエルン地方で
お馴染みの「シュバイネハクセ
Schweinshaxe」。豚のひざ肉を長時
間かけてローストしたもの。こって
りしているが美味しく、ゼラチン質
たっぷりでお肌にも良さそう。

▲ レ バ ー の ひ き 肉 の 団 子
Leberknödelと、セモリナ（デュラ
ム小麦を粗挽きしたもの）の団子
入りスープ。その名も「ババリアン・
スープ」。口当たりが良く、風味豊
かだが、塩味はかなりきつめ。

▼ドイツに来たらやっぱ
りビール。濃い茶褐色の
Dunkelsダンケルスはア
ルコールがやや強め。

ロープウェイから見たノイシュ
ヴァンシュタイン城＝左＝とホー
エンシュヴァンガウ城＝右。

ロープウェイはかなり
の急勾配なので高所恐
怖症の人は控えたほう
が良さそう。サイズは
ロンドン・アイのカプ
セルの半分ほどの大き
さで10数人は乗るこ
とができる。

ノイシュヴァンシュタイン城から1キロ弱のとこ
ろにあるテーゲルベルクへのロープウェイ乗り場。
（13頁の地図参照）
乗車料は大人2.6ユーロ、子供2.1ユーロ

4月半ばはバイエルン地方にとっ
てはまだ「冬」だそうで、ロー
プウェイを降りるとそこは一面
銀世界。山の上の気温は零下
に近い。それでもこの日は風の
具合がほどよいのか、パラグラ
イダー愛好家たちがちらほら現
れては飛行を試みていた。ここ
はパラグライダーやハングライ
ダーの世界選手権が行われるな
ど、スカイスポーツのメッカで
もある。日本人選手も多数訪れ
るという。写真はテイクオフの
瞬間。

ロープウェイの乗り口。パラグライダーを楽し
む人々が大きなリュックに装備を詰めて、乗車
に訪れていた。

フュッセンとシュヴァンガウの間に広が
るフォルッゲン湖。光る湖と森の緑は、
バイエルンの象徴ともいえる。
©The German National Tourist Board

©The Gernan National Tourist Board

群馬県の沼田市とフュッセンとは
1995年より姉妹都市提携が結ばれ
ている。この彫刻は姉妹都市協定
を記念して造られたもの。シュテファン

聖シュテファン教会のそばにある「ロマンティック街道終点 Ende der 
romantischen Straße」と書かれた扉。３本の脚が組まれたフュッセン市
の紋章も見える。

フュッセンの南を流れるレヒ
川。19世紀まで重要な通商
路として多くの交易船が行き
交っていた。この川を渡って
2キロも行けば、そこはオー
ストリアだ。

フュッセンから車を北に走らせること約30分強のシュタ
インガーデンSteingadenには、ヨーロッパで最も美しい
ロココ様式の教会のひとつと謳われるヴィース教会がある。
外観はむしろ質素で、なぜこの教会がユネスコ世界遺産？
と疑問に思われる方も少なくないだろう。
1738年、この近郊の修道院に放置されていた「鞭打たれる
救い主（キリスト）」の像が涙を流すという奇跡が起きた。
それを機に祈願成就と巡礼のため、このキリスト像をまつ
る教会が建てられ、ヴィース教会と名づけられた。以来、
この教会はヨーロッパ内外から多くの巡礼者が訪れる地と

して名高い。教会は19世
紀初頭に取り壊しの危機
に迫られたが、地域住民
の熱意と献金によって保
護され、1985年から６年
に及ぶ大規模な修復工事
を経て現在に至る。

ライヒェン通り
Reichenstrasse

旧市街にある目抜き通り。ローマ人が作った

「ローマ街道」として知られる。カラフルな壁

が目を楽しませる建物は、15～ 16世紀から市
民の家屋として使われていたもの。ショップや

レストラン、お土産屋などが立ち並ぶ。店の看

板にも凝ったデザインが施されており、ロマン

ティック街道らしい雰囲気を漂わせている。

ライヒェン通り
Füssen

聖マンク修道院
Kloster Sankt Mang Füssen

ホーエス城
Hohes Schloss
もともとは13世紀末にアウクスブルクの司教のために建てられた城で、
15世紀に改装されたもの。ドイツ国内に残る重要な後期ゴシック建築物の
ひとつ。現在、内部はバイエルン州立絵画館と市立ギャラリーとして機能

している。取材班の訪れた際も中庭にコンテンポラリー作品が展示されて

いた。写真下方に見える文字「kunst」は「アート」の意。窓まわりには
騙し絵が施され、平面なのに凹凸があるように見える。

４―10月の火ー日 :11時―17時
11―3月の金ー日 :13時―16時　
大人　2.5ユーロ

Tegelberg

バイエルン

料理

聖霊シュピタール教会
Heilig-Geist-Spitalkirche
赤褐色の華やかなフレスコ画が正面ファ

サード一面に描かれた聖霊シュピタール

教会。1733年に建築が始まったものの、
火事で焼け落ち、1749年に再建されたも
の。フレスコ画には大火事から人々を救

う守護聖人たちが描かれている。

街の一角にたたずむ「リュー
ト職人の噴水」。フュッセン
はリュートとバイオリン製造
の街と知られ、17世紀半ばに
は、この街では家具職人より
もリュート職人が多かったと
いわれている。この噴水のそ
ばにはパン市場がある。

Pfarramt Wieskirche, Wies 12
D-86989 Steingaden
08862-932930　www.wieskirche.de
8時―19時（冬期は17時閉館）

奇跡を呼び起こす!?奇跡を呼び起こす!?
ユネスコ世界遺産 　ヴィース教会

フュッセン市博物館
Museum der Stadt  Füssen
1913年に聖マング修道院の南棟にオープンし
た市立博物館。修道院の主要部分はこの博物

館と連結しており、厳かなバロック建築の

内部や礼拝堂を見ることができるほか、

1000年にわたる修道院の
歴史を辿ることができる。

2010年10月10日までの
オープン時間：９時―17時半
定休日：月曜
大人　2.5ユーロ

聖マンクは「聖マグヌス」のこと

で、8世紀に宣教師としてフュッ
センに赴いた聖マグヌスにちな

んで建てられた旧ベネディクト

会の修道院。地下室には聖マグヌ

スの遺体が安置されていると伝

えられるほか、バイエルン最古の

壁画もある。

－ フュッセン －－ テーゲルベルク －


